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ル

◎

御
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去

る

十

二
月

十

三

日

（
木

）

の
月

例

会

は
、

作

家

・
歴

史

研
究

家

で
、

二
十

五

年

以

上

に

わ

た

っ
て
、

雑

誌

に

『
逆

説

の
日

本
史

』

を
連

載

さ

れ

て

い

る

こ
と

で
知

ら

れ

る
井

沢

元
彦

先

生

に
、

『
長

年

の

日
本

史

研

究

か
ら

、

日
本

国

民

に

訴
え

る

！
』

と

題

し
、
御

講

話

を

い

た
だ

い
た

。

そ

の
要
旨

は
、

井

沢

元
彦

先

生

の
持

論

で
あ

る
、

日
本

の
教

科

書

的

歴
史

観

は
、

日

本

古

来

か

ら

あ

る

「
ケ

ガ

 レ
」

「和

」

「怨

霊
」

三
言
霊
」

と

い

っ
た

要

素

を

、

学

問

的

で

は
な

い
と

し

て
排

除

し

て

い

る

の

で
、

正

し

い

内

容

と

な

っ
て

い
な

い
。

上

記

の
よ

う

な

日
本

特

有

の
要

素

を

入

れ

た

『
逆

説

の
日

本
史

』

こ
そ

、

真

実

の
歴

史

で
あ

る
、

と

の
御

主

張

を
、

そ

れ

ら

の
要

素

ご

と

に
、

熱

心

に
ご

説

明

く

だ
さ

つ
た
。

す

な

わ

ち

、

「
ケ

ガ

レ

（檬

れ

）

」

は
、

「汚

れ
」

と

は
違

う

。

「汚

れ

」

は

キ

タ

ナ

イ

と

目

に

み
え

る
も

の

だ

が

、

古

代

か

ら

、

日
本

人

は
、

「
死
」

を

最

大

の
ケ
ガ

レ
と
考

え

た
。

神

話

に

も
、

天

照

大
御

神

の

父

は

イ
ザ

ナ
ギ

、

母

は

イ
ザ

ナ

ミ
だ

が
、

イ
ザ

ナ

ミ

が

亡

く

な

る
と

、

愛

妻

家

の

イ
ザ

ナ
ギ

は

死
者

の
国

・
黄

泉

か
ら

イ
ザ

ナ

ミ

を
奪

回

し

よ
う

と
思

い
、

黄

泉

の
国

に

降

り

て
行

き

イ

ザ

ナ

ミ
と

会

っ
て
み

た

が
、

体

に

は
蛆

が

湧

い

て

い

る

の

で
、

逃

げ

帰

り
、

そ

の
黄

泉

の
国

で
ケ

ガ

レ
た

身

体

を

、

川

の
綺

麗

な

水

で
洗

い
清

め

た
。

そ

の
時

、

左

の
眼

を
洗

っ
た

時

に
左

目

か

ら

産

ま

れ

た

の
が

ア

マ
テ

ラ

ス
大

神

で
あ

る
。

そ

の
子
孫

で
あ

る

天

皇

に

つ
い

て
も

、

古

代

は

天
皇

が

亡

く
な

る

と

別

の
地

に
新

し

い
都

を

造

り

代

え

た

。

そ

の
墓

地

た

る
前

方

後

円
墳

が

堀

水

で
囲

ま

れ

て

い
る

の
も

清

め

の
た

め

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に

し

て
、

井

沢

先

生

は

「言

霊

」

「怨

霊

」

に

つ
い

て
も

具

体

例

を

引

い
て
分

か

り
易

く
解

説

さ

れ
、

持

統

女
帝

が

こ
れ

ま

で

の
土

葬

を

止

め

て
火

葬

と
さ

れ

た
意

義

、

あ

る

い

は

ケ
ガ

レ
を

業

と

す

る
武

士
階

級

が
実

権

を

握

っ
て
行

く

過

程

等

々
に

つ
き
、

熱

弁

を
奮

わ

れ
、

大

層

分

か

り
や

す

く

、

勉

強

に
な

り
、

そ

の
後

の
意

見

交
換

も

盛

ん

で
、

参

会

者

一
同

今

日

は
大

層

良

い
お

話

を

聞

い
た

、

と
感

動

し

て
帰

ら

れ

ま

し
た

。
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「
時

代

を
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」

と

は

「何

事

も

人

類

。
国

民

の
た

め

に
な

る

こ

と

は
、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に

取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で
、

昭

和

五
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六

年

、
岸

信
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元
総
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よ

っ
て
創

設
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れ

た

シ

ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩

年

の
岸

信

介

元
総
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が

そ
う

で
あ

っ
た

よ

う

に

、
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党

派

・
超

派

閥

で
、
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に

国
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憂

え
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有

志
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ま
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。

八

つ
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と
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五

～
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委
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、
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れ

ま
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に

百
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七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府
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提

出

し

て
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ま

す

。
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、

第

三
代

会

長

が
櫻

内

義

雄

元
衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

の
塩

川

正

十
郎

元

財
務

大

臣

は
、

九

十

歳

を

機

に
辞

任
。

第

五
代

会

長
代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元
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院

議

員

。

そ

の
後
、

平

成

二
十

七

年

四
月

か
ら

、

第

六
代

会

長
代

行

と

し

て
、

岸

信

夫
衆

議

院

議

員

・
元
外

務

副

大

臣
、

前

議

院

運
営

委

員
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理

事

、

現

在

は
衆

議

院

安

全

保
障

委

員

長

が

就

任

し

て
お

り

ま

す

。
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